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醇
風
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
設
立
以
来
十
三

年
目
を
迎
え
、
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
四
専
門
部
「
総

務
部
」
「
安
全
・
安
心
、
環
境
部
」
「
福
祉
・
健
康
部
」
「
ふ

れ
あ
い
・
人
づ
く
り
部
」
に
よ
り
色
々
な
事
業
を
実
践
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
、
各
部
の
事
業
を
行
う
上
で
、
高
齢
化

に
よ
る
人
不
足
、
ま
た
、
事
業
の
参
加
者
が
減
少
し
て
き

て
い
る
事
が
深
刻
な
問
題
で
す
。 

 

若
い
方
の
参
加
し
や
す
い
組
織
づ
く
り
と
か
、
行
事
を

実
践
で
き
な
い
と
か
、
協
議
会
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に

向
け
て
何
が
で
き
る
の
か
。
現
状
の
事
業
を
継
続
す
る
と

し
て
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
な
い
か
等
、
一
考
が
必
要
な
時
期

に
き
て
い
る
気
も
い
た
し
ま
す
。 

 

た
い
へ
ん
難
し
い
問
題
で
す
が
、
自
治
連
、
各
部
長
と
相

談
し
な
が
ら
、
公
民
館
と
連
携
を
取
り
、
一
つ
一
つ
解
決

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
何
も
で
き
な
い
状
況
で
す
が
、
収

束
後
を
見
通
し
な
が
ら
活
動
を
推
進
し
、
手
探
り
状
態

で
も
役
職
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

         
 

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

総務部 

（部長）丸山 博史 

（顧問）浜崎 晋一 

     細田 利行 

安全・安心・環境部 

（部長） 前田 雅之 

令和２年度 各専門部の事業計画  

（会長）米澤 高明 

福祉・健康部 

（部長） 武田 達雄 

ふれあい・人づくり部 

（部長） 児島 均 

部 開催時期 事 業 名 内   容    

総
務 

１０月２３日（金） 

 ～２５日（日） 
醇風ふれあいまつり 

○作品展示、花苗・野菜・果物等販売、ウォークラ

リー、ものづくり等 規模を縮小して開催 

 

年２回 醇風４１通信発行 ○まち協、各専門部主催の事業報告等  

１２月頃 まち協の今後について ○地域アドバイザーを招聘して研修実施  

通 年 コミュニティ計画改訂 ○本年度と来年度の実践を通して改訂する  

安
全
・
安

心
、
環
境 

令和３年３月 醇風地区防災訓練 ○醇風地区自主防災会、まちづくり協議会合同で  

期日未定 防災研修会（洪水対応） ○玄好町マンホールトイレ等の視察  

期日未定 交通安全研修 ○児童の登下校の見守促進  

期日未定 桜土手美化と問題検討 ○桜土手の環境パトロール  

福
祉

健
康 

令和３年３月 桜の下を歩こう会 ○袋川の桜とボンボリを鑑賞  

２月２１日（日） ニュースポーツ体験 ○ニュースポーツ（内容未定）を体験  

ふ
れ
あ
い 

人
づ
く
り 

期日未定 

第１０回 

醇風夜ざくら道路 

○小学校１年生、保育園、幼稚園にボンボリの絵

作成依頼 

 

期日未定 ○ボンボリ作成（大人、地域有志）  

令和３年３月 
○桜土手遊歩道の清掃、ボンボリ設置、点灯、鑑

賞、撤去 
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醇風地区 

まちづくり協議会 
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事務局  
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（相談役）吉田 博幸 
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≪ご意見・ご提言≫ 

ふれあいまつり 

 ・子どもたちも運営に加わってはどうか。企画したり、スタッフとして加わることはできるし、地域との関りが 

できるのではないか。 

 ・ふれあいステージに、若い世代向けにアマチュアバンド等を入れてはどうか。 

防災訓練 

 ・災害が発生したときに、実際に可能な行動を防災訓練にしてほしい。 

 ・町区のコード化の徹底で、スムーズに状況把握ができるのではないかと思います。 

醇風夜ざくら道路  

 ・絵や川柳の展示方法を工夫して、期間をもっと広げては？ 

 ・大人の俳句がほしい。 

地域の若い指導者の発掘や育成をどのように推進するか 

 ・SNS や Web を活用した行事、活動の連絡やアピールで、若年層に活動参加を呼びかける。 

 ・定年退職したばかりの人に声をかけては。 

 ・小中の役員経験者リストをつくり、町内の地域行事に参加していただき、顔つなぎをする。 

 ・町内会長は、町内会の役員に若い人を登用する。 

 ・各イベントに PTA、町内の役員に参加の働き掛けをもっと積極的に行う。 

 ・若いファミリーが全員で来られるよう、保育コーナーを設ける。若いお父さん、お母さんが安心して参加 

できると思う。 

 ・たまには町内会副会長会を奇数月等に開催し、新しい意見、新しい人材を発掘する。 

今後取り入れてほしい行事や活動について  

 ・外国籍の方の参加協力を得て、各国の料理を地域の人に食してもらう。 

よりよいまちづくりを進めるためには 

 ・若い年齢層のみで企画・開催する住みよい地域づくり等について話し合う場をつくる。 

今後のまちづくり協議会のあり方、方向性について 

◎ 近年、各地域でまちづくり協議会をとりまく環境が厳しさを増している。地域コミュニティのあるべき 

姿として「学びの成果を生かした住民主体の地域づくり」の推進があげられている。醇風地区でも、今

年 1 年間の実践、また、「地域アドバイザー」を招聘しての研修等により、方向性を探ることとしている。 

醇風地区まちづくり協議会 ～アンケート調査の結果から～  

質問   「醇風ふれあいまつり」「醇風地区防災訓練」「醇風夜ざくら道路」は、  

醇風地区の地域づくりに役立っていますか？  

醇風地区まちづくり協議会 ～アンケート調査の結果から～ 

【醇風ふれあいまつり】 【醇風地区防災訓練】 【醇風夜ざくら道路】 
【
回
答
】 


